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(54)【発明の名称】 伸縮性を有するゲル中への液体供給方法及び装置

(57)【要約】
【課題】  元の形状のまま生体組織を染色することがで
きる免疫組織化学染色法に使用できる伸縮性を有するゲ
ル中への液体供給方法及び装置を提供する。
【解決手段】  伸縮性を有するゲル１０を容器１２に収
容し、ポンプ１６によって液体容器１８から供給弁２０
を介して容器１２中に液体１４を供給する。ゲル１０が
液体１４によって覆われるまで液体１４が供給された
後、圧縮手段２６により押圧板２８が上下運動し、これ
によりゲル１０の体積が圧縮変化されて、液体１４がゲ
ル１０の細孔中に浸入する。これにより、ゲル１０中に
液体１４を供給できる。その後、排出弁２２によって液
体１４を排出した後、液体容器１８から他の液体を供給
すれば、順次異なる液体をゲル１０に供給できる。



(2) 特開２００３－３１５３３５

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  伸縮性を有するゲルの周囲に供給すべき
液体を存在させ、
前記ゲルの体積変化を所定回数繰り返すことを特徴とす
る伸縮性を有するゲル中への液体供給方法。
【請求項２】  請求項１記載の伸縮性を有するゲル中へ
の液体供給方法において、前記体積変化は体積圧縮であ
ることを特徴とする伸縮性を有するゲル中への液体供給
方法。
【請求項３】  請求項１または請求項２記載の伸縮性を
有するゲル中への液体供給方法において、前記ゲルは、
内部に免疫組織化学染色法により染色評価される生体組
織を含むコラーゲンゲルであることを特徴とする伸縮性
を有するゲル中への液体供給方法。
【請求項４】  伸縮性を有するゲル中への液体供給装置
であって、
伸縮性を有するゲルを収容する容器と、
前記容器に液体を供給する手段と、
前記ゲルを圧縮する手段と、
を備え、
前記液体を供給する手段から所定の液体が供給された
後、前記ゲルを圧縮する手段により前記ゲルの体積を所
定回数、所定割合変形させることを特徴とする伸縮性を
有するゲル中への液体供給装置。
【請求項５】  請求項４記載の伸縮性を有するゲル中へ
の液体供給装置において、前記ゲルは、内部に免疫組織
化学染色法により染色評価される生体組織を含むコラー
ゲンゲルであり、前記液体は免疫組織化学染色法に用い
られる抗体であり、
前記コラーゲンゲル内に保持された生体組織の免疫組織
化学染色法に使用されることを特徴とする伸縮性を有す
るゲル中への液体供給装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、免疫組織化学染色
法に使用されるコラーゲンゲル等の伸縮性を有するゲル
への液体供給方法及び装置の改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、再生神経軸索等の生体組織を
抗体を使用して染色する免疫組織化学染色法が行われて
いる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】上記免疫組織化学染色
法を行う場合には、生体組織を数十ミクロンの厚さの極
めて薄い切片にする必要があり、染色評価時には、元の
生体組織の形状をイメージすることが困難であるという
問題があった。また再生軸策は、切片作製後その形状は
維持されていないという問題もあった。
【０００４】このため、生体組織をゲル状の物質等に保
持し、元の形状のままで染色する方法が望まれている。
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【０００５】本発明は、上記従来の課題に鑑みなされた
ものであり、その目的は、元の形状のまま生体組織を染
色することができる免疫組織化学染色法に使用できる伸
縮性を有するゲル中への液体供給方法及び装置を提供す
ることにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明は、伸縮性を有するゲル中への液体供給方法
であって、伸縮性を有するゲルの周囲に供給すべき液体
を存在させ、ゲルの体積変化を所定回数繰り返すことを
特徴とする。
【０００７】また、上記伸縮性を有するゲル中への液体
供給方法において、体積変化は体積圧縮であることを特
徴とする。
【０００８】上記構成によれば、伸縮性を有するゲルの
体積変化を繰り返すことにより、ゲルの周囲にある液体
をゲルに吸い込ませることができ、ゲル中に効率よく液
体を供給することができる。
【０００９】また、上記伸縮性を有するゲル中への液体
供給方法において、ゲルは、内部に免疫組織化学染色法
により染色評価される生体組織を含むコラーゲンゲルで
あることを特徴とする。
【００１０】上記構成によれば、コラーゲンゲル中に保
持された生体組織を元の形状のまま染色することが可能
となる。
【００１１】また、伸縮性を有するゲル中への液体供給
装置であって、伸縮性を有するゲルを収容する容器と、
容器に液体を供給する手段と、ゲルを圧縮する手段と、
を備え、液体を供給する手段から所定の液体が供給され
た後、ゲルを圧縮する手段によりゲルの体積を所定回
数、所定割合変形させることを特徴とする。
【００１２】上記構成によれば、伸縮性を有するゲル中
に効率よく液体を供給する装置を提供できる。
【００１３】また、上記伸縮性を有するゲル中への液体
供給装置において、ゲルは、内部に免疫組織化学染色法
により染色評価される生体組織を含むコラーゲンゲルで
あり、液体は免疫組織化学染色法に用いられる抗体であ
り、コラーゲンゲル内に保持された生体組織の免疫組織
化学染色法に使用されることを特徴とする。
【００１４】上記構成によれば、コラーゲンゲル中に保
持された生体組織を元の形状のまま染色することができ
る液体供給装置を提供できる。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態（以下
実施形態という）を、図面に従って説明する。
【００１６】図１には、本発明に係る伸縮性を有するゲ
ル中への液体供給方法を実施するための装置の構成例が
示される。図１において、伸縮性を有するゲル１０は容
器１２の中に収容されている。この容器１２には、ゲル
中に供給される液体１４も収容されている。この液体１
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４は、液体供給手段であるポンプ１６を介して液体容器
１８から供給される。ポンプ１６の吐出側には供給弁２
０が設けられており、容器１２の底部には、排出弁２２
が設けられている。これらのポンプ１６、供給弁２０、
排出弁２２は、制御手段２４によって制御される。ま
た、ゲル１０は、圧縮手段２６によって圧縮され、体積
変化が繰り返される。この圧縮手段２６も制御手段２４
によって制御される。
【００１７】次に、図１に示された装置の動作について
説明する。まず、制御手段２４に制御されて、液体容器
１８からポンプ１６により供給弁２０を介して容器１２
に液体１４が供給され、ゲル１０の周囲に、ゲル１０を
覆うのに充分な量の液体が満たされる。その後、制御手
段２４によって圧縮手段２６が駆動され、圧縮手段２６
の押圧板２８が図の矢印方向に上下し、所定回数ゲル１
０を圧縮する。この場合、ゲル１０の体積変化率は、ゲ
ル１０の性質によって適宜決定する。このようにして、
圧縮手段２６によりゲル１０の体積を所定回数、所定割
合変形させることにより、ゲル１０の周囲に存在する液
体１４がゲルの細孔を介してゲル１０中に浸入する。こ
れにより、液体１４をゲル１０の中に供給することがで
きる。
【００１８】なお、ゲル１０の体積変化を行う方法とし
ては、図１に示された上下方向の圧縮に限られるもので
はなく、適宜体積変化を生じさせるものであれば限定さ
れない。
【００１９】上述のようにして所定回数ゲル１０を圧縮
し、液体１４をゲル１０の中に供給した後、制御手段２
４が排出弁２２を開として、液体１４を排出する。その
後、液体容器１８中の液体を他の種類に変更し、上記工
程を繰り返せば、他の液体もゲル１０中に供給すること
ができる。
【００２０】図１において、伸縮性を有するゲル１０と
しては、内部で神経組織等の生体組織を培養するコラー
ゲンゲルとすることができる。このコラーゲンゲルの断
面図が図２に示される。図２において、コラーゲンゲル
３０の内部には、神経組織３２が保持され、培養されて
いる。この神経組織３２からは、再生神経軸索３４が成
長している。
【００２１】このようなコラーゲンゲル３０内で培養さ
れた神経組織は、以下のような手順により、免疫組織化
学染色法による染色評価を行うことができる。
【００２２】まず、図１に示された液体供給装置により
コラーゲンゲル３０内に４％のパラフォルムアルデヒド
を供給し、４℃程度の温度で一晩処理し、神経組織を固
定化する。この場合、コラーゲンゲル３０は上述の通り
４℃程度に保持されるのが好適であるので、図１に示さ
れた液体供給装置には、図示しない温度制御機構を設け
るのも好適である。或いは、図１に示された液体供給装
置により所定の処理をした後、コラーゲンゲル３０を恒*
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*温層中で保持してもよい。以上のようにして、免疫組織
化学染色を行うための神経組織の前処理が完了する。
【００２３】次に、水等の液体を図１に示された装置に
よりコラーゲンゲル３０内に供給して洗浄を行う。この
場合には、圧縮手段２６による圧縮操作を５０回程度行
うのが好適である。この洗浄は、３回程度行う。その
後、コラーゲンゲル３０を４℃の温度で２４時間待機さ
せる。
【００２４】次に、マウスで作られるニューロフィラメ
ントタンパク質の抗体を一次抗体とし、これを１０％ウ
サギ血清と共に図１に示される装置により上記コラーゲ
ンゲル３０に供給する。この一次抗体の供給は、圧縮手
段２６により圧縮操作を５０回行うことにより実施す
る。この状態でコラーゲンゲル３０を４℃の温度で保持
し、翌日再度圧縮操作を５０回行い、再度抗体の供給を
行う。
【００２５】次に、水等の液体をコラーゲンゲル３０に
供給し、洗浄を３回行う。この際には、前述したように
圧縮操作を５０回行う。この状態で４℃の温度でコラー
ゲンゲル３０を翌日まで保持し、再度圧縮操作を５０回
行って洗浄液の供給を行う。
【００２６】次に、抗マウスＩｇＧを二次抗体とし、図
１に示された液体供給装置により、圧縮操作を５０回行
ってコラーゲンゲル３０に二次抗体を供給する。この状
態でコラーゲンゲルを４℃の温度で保持し、翌日再度圧
縮操作を５０回行って二次抗体の供給を行う。
【００２７】上記コラーゲンゲル３０を４℃の温度で２
日間保持した後、図１に示された液体供給装置により水
等の洗浄液をコラーゲンゲル３０に供給して洗浄を行
う。この場合にも圧縮操作を５０回行い、４℃の温度で
翌日まで保持し、翌日再度圧縮操作を５０回行って洗浄
液を供給する。この状態でコラーゲンゲル３０を４℃の
温度で２日間保持する。
【００２８】以上の工程により、神経組織及び再生神経
軸策等の生体組織を元の形状のまま免疫組織化学染色す
ることができる。これにより、生体組織の染色評価を確
実、容易に行うことができる。
【００２９】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
伸縮性を有するゲル中に容易に液体を供給することがで
きる。
【００３０】また、伸縮性を有するゲルとして、内部に
免疫組織化学染色法により染色評価される生体組織を含
むコラーゲンゲルを使用することにより、生体組織を元
の形状のままで染色評価することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明に係る伸縮性を有するゲル中への液体
供給方法を実施するための装置の構成例を示す図であ
る。
【図２】  図１に示されたゲルとして使用される内部に
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免疫組織化学染色法により染色評価される生体組織を含
むコラーゲンゲルの断面図である。
【符号の説明】
１０  ゲル、１２  容器、１４  液体、１６  ポンプ、

6
１８  液体容器、２０供給弁、２２  排出弁、２４  制
御手段、２６  圧縮手段、２８  押圧板、３０  コラー
ゲンゲル、３２  神経組織、３４  再生神経軸策。

【図１】 【図２】
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